
GenuBmittelaufdieMagenverdauung）を衛生学アルヒーフ誌第３巻（1885）に発表した。

１鎚4年（明治17）12月帰国。東京大学御用係を経て明治19年には医科大学の最初の衛生学教

授に就任した。ペスト菌の研究で有名になって、翌年医学博士の学位を受けた。彼は実に日本

における細菌学の創始者である。

さて緒方は明治30年露国モスクワにおける万国医学会に参列、帰途ドイツ各地の大学を訪問

し、ミュンヒェンで旧師に13年振りに再会した。ペッテンコーフェルは大変喜び、ミュンヒェ

ン大学の医学部の諸教授、即ち内科学の大家チームセン、ポリンケル、バウエルブフネル、

エメリッヒ等、ナイトハルト軍医正その他多数の博士を招いて緒方のために歓迎会を開催した。

それに緒方は大変感激した。

ミュンヒェンのバイエルン州国点便|書館にはペッテンコーフェルに宛てた明治の医学生達の

書簡が保管されている。但し残念ながらそれらはま箔活字化されていない。その中で緒方のも

のが多数を占めており、二人の特別な親密さを窺わせる。緒方にとって師は単に「非常に尊敬

する枢密顧問官殿」（derhochverehrtesteHerrGeheimerRat〉以上の存在であり、彼は師

のことを「父」（Vater）とも呼んでおり、衛生学研究所の助手達を兄弟達（Briider）と称し

ているのである。日本人医学生達との往復書簡はペッテンコーフェルが1991年（明治34）に自

殺で亡くなるまで続き、大抵その中で自分たちの研究について報告し、コレラの発生について

も師に助言や方策を請い求めている。緒方は特に当時まだ原因が分からなかった脚気について

報告した。彼らは師の助言に感謝し、贈り物を送った。

緒方の教え子の一人であ患坪井次郎も1892年（明治25）にペツテンコーフェルの許にやって

来た。坪井はいわばペッテンコーブェルの孫弟子に当たる。坪井は日本で足尾銅山の鉱毒事件

に熱心に取り組んだ人だが、ミュンヒェンでも「ミュンヒェン市の若干の建物における自然的

の換気装置に関する研究｣(UntersuchungenijberdienatiirlicheVentilationineinigen

Geb2udenvonMiinChen）を書き、ペッテンコーフェル学位取得50周年記念祭に敬意を表し

て衛生学アルビーフ誌第17巻（1893）に発表した。若い坪井はペッテンコーフェル夫妻からし

ばしば彼らの別荘に招待されたという。

緒方正規を始めとする日本人医学生のペッテンコーフェレ宛の書簡から分かるのは、彼らの

ドイツとの結びつきの深さであり、彼らの留学時代の研究に日本は多くを負っているというこ

とである。

従来日本ではペッテンコーフェルは鴎外との関連で取り上げられることが多かったが、それ

だけでなく緒方その他の医学者の眼を通したペソテンコーフェル像も興味深い。

鍋島家派遣ドイツ留学生 牧亮四郎

1880年（明治13）旧佐賀藩鍋島侯の給費生として三人が選ばれドイツに留学した。即ち佐野
つれざね肱愚かず

常民の子息常実（法律学)、牧亮四郎（医学)、藤山治--（農学）である。

佐野常実はイェーナ大学に留学したが、同年８月急病に罹ったため、ベルリンにいた藤山治
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－は日本公使館の一等書記官丹羽龍之助（旧佐賀藩〉の命で、当時陸軍から留学生として来て

いた三等軍医生と共に見舞いに行くことに載った。イェーナに着いてみると、佐野は殆ど口も

利けぬ状態で、遂に異郷で亡くなった。藤山は先方の事情力誇からず葬式に大変苦労した。イェー

ナでは旧教が盛んで、従って僧侶の勢力が非常に強いので、異教徒は容易に葬ることが出来な

かったのである。大学学長に嘆願して仲裁を頼んでもなかなか聞き入れられなかった。最後に

談判の結果、仲裁人が入り佐野をカトリック教徒の洗礼を受けさせることになって、藤山は証

人となった。その翌日旧教の洗礼を受けて首尾よく葬式を済ませた。

その藤山治一は三人の中で最も功績を残したと言ってよかろう。彼は留学中に習得したドイ

ツ語によって明治時代の代表的ドイツ語学者の一人となるのである。彼は明治11年に駒場農学

校に入り獣医科で学んでいたが、首席を占めていたので優等生ということで留学生に選ばれた

のである。ベルリンに着いたのは明治13年６月であった。ベルリン大学では農業経済学を学ぶ

傍ら動植物学に興味を覚えるようになった。ボン大学に移ってからも専ら動植物学の研究して

いたが、それがベルリンにいる公使の青木周蔵の知るところとなり、明治15年に至り帰国を命

じられた。そして旅費600円を受け取ったが、ボンに戻り知らぬ顔で通学していた。だが８，９

月後、公使館に知れて誼實を受けた。鍋島侯より学資を差し止められ、生活にも困る有様で苦

学したが、ハイデルベルク大学に留学中の都築馨六やシュトラースブルク大学に留学中の友人

牧亮四郎の援助でどうにか勉学を続けることが出来た。明治16年12月帰国。東京外国語学校

御用係を経て、２０年より陸軍大学校教官となり独語学者としでの活躍が始まる。独語教授のほ

かに同校の独逸参謀将校メッケルらの通訳官として彼の会話能力は遺憾なく発揮きれた。いわ

ゆる参謀旅行には欠かせない存在だった。明治35年から早稲田大学に奉職し、同校初代独語教

授に就任した。この間多くの独語学書を著したが、特に独語兵語辞書の編纂と兵書の翻訳は最

も評価される仕事であった。大正６年物故。

牧亮四郎は1853年〈嘉永６）佐賀藩士族牧春堂の子として生まれた。牧家は代々医術を以て

佐賀藩内で知られた。初名は由真（『明治過去帳」において亮四郎と由真を別人に扱っている

のは誤り。）初め医学を佐賀の好生館に学び次いで長崎に遊学したが、明治６年東京医学枝

(東京大学医学部前身）に入学した。明治１０年刊「東京大学医学部一覧』には、「医学三等本科

生」として牧の名がある。同級には森鴎外、小池正直、高橋順太郎、賀古鶴所がいた。牧は大

学卒業を間近に控えた一等本科生の時、明浩13年４月に前記、佐野常実、藤山拾一と共に鍋島

侯の給費生に選ばれドイツに派遣された。外交史料館の旅券下付表によると「東京麹町区永田

町弐丁目壱番地寄留長崎縣士族」（当時佐賀は長崎県に含まれていた）の牧はこの時28歳11か

月で、旅券は明治13年４月15日に渡されている。なお、麹町区永田町２丁目１番地は侯爵鍋島
なおひろ

直大の屋敷があったところで、牧はそこに身を寄せていたことが分力遡る。そして『中外医事新

報」第７号（明治13年５月10日発行）によると、枚は内科学専修のため、佐野常実、藤山治一

と共に４月29日出帆の仏国郵便船ヴォルガ号に搭乗してベルリンに赴いた。

さて牧が留学したのはシュトラースブルク大学で大澤謙二、佐々木政吉、小金井良精も同じ

頃そこで学んでいた。同大学の文書館の資料によると、枚は1880年（明治13）６月30日に入学

登録をし1884年（明治17）の夏学期まで４年間学んだ。その間刻苦勉励して遂にドクトル・メ

ヂチーネの学位を取得した。しかし、そのため肺を傷めてしまった。
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帰国した時期は、旅券が明治17年11月12日に返納されているところから、その少し前だろう。

牧は帰国後東京大学医学部講師となった。これは時あたかも医学部教授の三宅秀が欧州に遊学

するに際して、牧がその代理として別課医学生（通学生）に病理学を講じたのであった。だが

結核のため間もなく職を辞し、鍋島家の主治医を兼ね芝櫻川に開業し名声があったが、1890年

(明治23）６月18日死去した。もともと帰国後彼は健康がすぐれず、亡くなる前も須磨浦海浜

病院に転地療養をしていたが、そこから帰京して急に病勢が進み死に至ったのである。享年40。

『学士会月報』第29号（明治23年７月20日発行）は「会員ノ死去ドクトル牧亮四郎氏ハ兼テ

病気ノ所養生遂二相叶ハズ去月十八日午前六時死去セラレタルハ誠二残念ノ至リト云フベシ」

と簡単に報じたが、|｢中外医事新報』第247号（明治23年７月10日発行）は「故牧亮四郎氏」と

題して略歴や葬儀の模様なども報じた。それによると、牧の遺骸は６月20日午後２時出棺青山

墓地に埋葬された。当日は大学より大澤謙二、小金井良精、丹波敬三、三浦謹之肋の諸教授は

じめ、陸軍や内務省からの関係者、それに親戚、知己等数百人の会葬があり盛儀だったという。

ただし現在、青山墓地に牧の墓はない。青山霊園管理事務所の記録によると既に昭和９年以

前に余所へ移されている。

藤山治一とメッケル将軍

1880年（明治13年）４月、佐賀鍋島侯の給費生として佐野常実、
はるかず

牧亮四目【、藤山治一の三人がドイツに留学した。この内佐野常

実は有名な佐野常民侯の息子で、イェーナ大学に入学したが病気

のために同地で亡くなった。牧はシュトラースブルク大学で医学

を修め、同大学よりドクトル・メデイチーネ（医学博士）の学位

を授与された。そして帰国後帝国大学医学部の講師を勤めたが病

気のため早く世を去った（明治25年)。この二人に対して、藤山

は留学中に修得したドイツ語を生かして帰国後、独語学者として

縦横に活躍した。特に、陸軍大学校教官としてメッケルらドイツ

将校達の通訳を勤めたこと、それにドイツ兵書の翻訳並びにドイllliilllil1liiIlIiIiil
藤山治一

ツ兵語辞書の編纂に当たった功績は大きい。

藤山治一は、早稲田大学に保存されている履歴書によると文久元年（1861）３月２日に生ま

れた。父は藤山治明。藤山氏は代々鍋島家の家臣であって肥前佐留志村に食碑を賜った。実弟

の藤山安次は後年、実業家として名を知られた人である。母の藤山絹は鍋島直大侯の姫君であ

る加賀前田侯夫人さよ子の乳母として鍋島、前田の二家に仕えて令聞があった。

明治６年頃、治一が14歳の時、旧佐賀藩の藩費によって国内留学生50名程東京に出すことに

なった。回想録「早大教授藤山治一氏」（大正２年４月号|｢読書之友』）によると、彼もこの機

に乗じて50名の少年と共に、父に伴われて上京した。だが父には息子を教育するだけの資力が

なく、鍋島家にいた母が学資を出した。それによって治一は赤坂離宮の近くにあった有馬学校
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